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詩人M・ イクバー ルの描いた ムス リム国家像について

初 野 雅 彦

1.イ クバ ールの政界 進 出 と彼 の政 治 理 念

イクバールは1926年 のパンジャーブ州議会の選挙に当選し,こ の年から政治活

動に身を投じることになる。以後,1938年4月21日 に亡 くなるまで凡そ12年 間,

当時のイン ドの政治の舞台で活動することになる。彼の基本的な政治理念はイソ

ドに居住するいかなる少数民族であれ,彼 ら固有の宗教,文 化,伝 統,風 俗習慣,

言語は 「基本的権利」として保護されなければならないとい う考え方である。彼

はこの政治理念にたって,ヒ ン ドゥー教徒に比べて数の上で圧倒的に少数である

イスラーム教徒を民族と位置付け,彼 らの宗教,文 化,伝 統,言 語はヒン ドゥー

教徒のそれとは異質で,独 自に保護されなけれぼならないと主張し続けたのであ

る。この政治理念がパーキスターソでは 「二民族」論と位置付けられ,パ ーキス

ターン建国運動を支える力 と考えられている。その具体的な提唱が1930年12月29

日にアラーハーバー ドで開催されたムス リム連盟年次総会での彼の 「議長演説」

である。

2.1930年 の ア ラーバ ー ドでの 「議 長 演 説」

ムス リム連盟年次総会での演説の中の一説に 『個人的に,私 はパンジャーブ,

北西辺境州,ス ィソド,バ ルーチスターンが 一緒になって,単 一国家になること

を望んでいる。イギ リス帝国内の自治であれ,帝 国の外であれ,北 西イ'ソドにム

ス リム国家を建国することが北西イン ドに暮 らすムス リムの行 き着 く最終運命の

ように思われる。』 という箇所がある。英文で書かれた演説で用いられて い る言

葉はStateで ある。彼はコミュナリズムを前向きにとらえて,イ ン ドに居住する

ムス リムをひとつの 「民族」として認め,イ ギリス帝国内にムス リム 「国家」を

作ることがイン ドを外部からの侵略を守ることに もつなが り,こ のことがイソド

国内に力の均衡を保ち,結 果として,イ ン ド国内に調和 と均衡が維持できると考
えるのである

。最後に,彼 は 『ムスリムはイソ ドの中にムス リム 「国家」を要求
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す るが,こ の要求は完全に正当な ものであ る。』 と主張す る で あ る。 イ クバール

は 演説の中で,『 イギ リス帝 国内に留 まるにせ よ』或 は,『 イギ リス帝国か らの離

脱 であれ』 と表現を し な が ら,そ の一方 で,『 イギ リス帝国内に』 と断言す ると

ころに彼のムス リム 「国家」像に暖昧 さが指摘で きる。

3.「 議 長 演 説 」 の 反 響

イ クバールの演説 に対 して,ム ス リム連盟の指導者を含む ムス リム指導者は ほ

とん ど沈黙 を守っている。その理由 として,三 つの要因が考 え られ る。その一 つ

の要 因は第一次 ロソ ドン円卓会議(1930年11月12日 ～1931年1月19日)の 開催中 とい

う時期 の問題 とイ クバ ールの立場 があげ られ る。 ロン ドン円卓会議の開催中であ

った ために,ム ス リム連 盟の指導者 を含む ムス リム指導者は ロン ドンに滞在して

いたのである。 この期間,イ クバールはムス リム連盟 の議長 とい うこ とでは あっ

たが,所 詮は暫定議長の役を仰せ付か ったに過 ぎないの である。 その二つ の要 因

は 「議長 演説」が既に2年 前に,ネ ル ー委員会に提出 され た ものであった。 ネル

ー委 員会は イクバ ールの提案を審議 した ものの
,『 醜い形 のイン ドをつ くる。』 と

して最終的に拒否 したのであ る。 こ うした経緯か ら,ム ス リム指導者は イクバ ー

ルの演説に新鮮 さを見いだす こともしなか った し,1931年9月 か ら始 まる第二次

ロソ ドン円卓会議を控 えてイ クバ ールの提案 を巡 って ヒン ドゥー教 徒の指導者 と

事を構えた くなか った と考 える。 その三 つの要因 として,イ クバールの提案 には

ベ ンガルのみ ならず,ハ イデ ラバ ー ドや ボパ ール な どのムス リム藩王 国の将来 に

つ いて言及 され ていなか った ことであ る。一方,イ クバールの演説に鋭 い批判 を

加、えた人物が イギ リス人 エ ドワー ド ・トンプソン(Edward Thompson)で あ る。

イン ド在住 の官吏 であった彼は イクバ ールの演説を 「汎 イス ラム陰謀」 と批判 し

たのである。 これに対して,第 二次 ロソ ドソ円卓会議に 出席 のため ロン ドソに滞

在 していた イクバ ールは1931年10月 に 『私は イギ リス帝国か ら離脱 してムス リム

の国をつ くろ うとい う要求な ど掲げていないのであ る。 イン ドの運命を形成 しつ

つあ る力強い勢力の行 く末の結果を推量 した までのこ とである。』 と答えてい る、

トンプ ソソは イ クバ ールの演説のStateを 文 字 通 り,「 国家」 と読 み取 り,そ の

本来 の意味を理解す る ところまでには至 っていなか ったのである。

4.イ クバ ー ル の 「国 家 」(State)の 意 味

イ クバ ール の提唱 した 「国家」 の意味を理解す る糸 口は ネルー委員会 とロソ ド
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ン円卓会議 とイクバールとの関わ りにあると考 える。前に触れたように,イ クバ

ールは 「議長演説」をネルー委員会に既に提出しているのである。この委員会は

単独の中央政府の維持を前提に,中 央及び,ム ス リムが少数である州を除いては

議席の保留は認めず,然 も,分 離選挙制を認めないという基本方針を貫いていた。

彼はこの委員会の基本方針を熟知していたはずである。仮に,彼 の 「議長演説」

の骨子が端から,ム ス リム国家の建国を要求するものであったならば,委 員会は

彼の持ち込んだ提案を審議せずに即座にはねつけたに違いない。しかし,委 員会

は現に彼の提案を審議し,四 つの州を 一つに統合する案は 『醜い形のインドをか

たちつ くる』 という理由で拒否したのである。つまり,イ クバールはネルー委員

会に四つの州からなる 「単一ムス リム多住地帯」の構想 と彼らの生存権 と自治を

求める要求をしたにすぎないのである。イクバールは第二次 ロン ドン円卓会議か

らムス リム代表団の一員として出席する。 この代表団はムスリム連盟,全 イン ド

ムス リム会議,ユ ニオニス ト党などのムス リム諸機関の代表から成 り立っていた。

会議に参加する代表団の基本方針はイギ リスとヒソ ドゥー教徒 との対峙ではな く,

協調 と統制の精神で臨み,ム ス リムの生存権と州の自治を認めさせることにあっ

た。ムス リム代表団の代表格で,か つて,サ イモン委員会の受け入れを巡って反

対の立場を示したジソナーと対立し,ム ス リム連盟を分裂させたムハマ ド・シャ

フィー(Sir Muhammad Shafi)は イクバールの 「議長演説」に触れて 『イン ドム

ス リムは分離を望まないし,そ れを支持 もしない。』 と述べて い る。このことか

ら,第 二次円卓会議に出席したムスリム代表団のイクバールの 「議長演説」の受

け止め方が明確に読み取れるのである。仮に,イ クバールがムス リム国家の建国

を要求したとするならぼ,彼 は代表団の一員に加えてもらえなかっただろ う。

こうした経綽に加 えて,イ クバールは演説の中で協調 と統一 とい う言葉は使っ

ているものの,決 して,分 離や独立 という言葉は用いていないのである。彼はパ

ソジャーブ,北 西辺境州,ス ィン ド,バ ルチスターソの四つのムス リム多数居住

州をひとつにまとめて,一 つのUnit,ウ ル ドゥー語のRiyasatを つ くる提案を

したに他ならないのである。彼の描いた所謂 「国家」像 とは 「国家的 レベル」で

はな くして,Unitと い う 「地域的レベル」にたったイソ ド・ムス リムの解放構

想に過 ぎなかったのである。

〈キーワード〉 二民族論者,建 国指導者,東 洋の詩人

(日本放送協会職員)
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